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は

し

が

，
き

〗

.. ニ
、
.
.戦
後
に
お
け
る
第
'
次
商
品
輸
出
の
問
題
点 

.

三
、
東
南
ア
ジ
ア
第T

次
商
品
輸
出
の
特
殊
性
と
問
題
点
',

■ H

r
格
及
び
.質
的
競
争
性
.(price .and. Quality .comDetitiveness)

cr
)
:
.地
域
別
需
要
構
造■

(Regional ..Distribution of D
e
m
a
n
d
)：

 

, 

•

.

.
^
.
輸
出
商
品
構
造
：(Export Commodity .structure)

-

.
四
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.一
、

は

し

'
が

.
き
''

-'

■

;

•■

一
.国
の
経
済
麗
に
対
す
る
研
究
者
の
関
心
が
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
麗
の
重
.要
性
と
政
策
的
麗
に
よ
つ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
よ
ぅ
に
、
 

国
際
：̂
に
お
け
る
経
済
問
題
も
そ
の
時
代
に
よ0

て
問
題
の
取
り
上
げ
方
が
異
る
よ
ぅ
に
田
心
わ
れ
.る
。
第
一
.次
商
品
価
格
が
低
落
し
、
多
く
の
研 

究
発
表
を
見
た
一
九
三
〇
年
！̂
に
お
い
て
、
第
ー
次
商
品
輸
出
0.
問
題
は
举
に
生
産
国
の
.み
.の
問
題
で
ぁ
り
、.
生
産
数
量
制
限
.又
は
、
.輸
出
数
量

制
限
に
よ
る
価
格
の
均
衡
回
復
の
み
が
目
的
と
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
制
限
的
な
ァ
。フ

ロー
チ
は
根
本
的
解
欺
を
•も
た
ら
す
も
の
で
は
な 

く
、
ひ
‘い
■て
は
国
際
貿
易
量
の
縮
小
を
も
た
ら
す
.も
の
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
.か
，と
な
っ
た
。
戦
後
に
再
び
第
一
次
商
.品

輸

出

の

分

析

.が

経

. 

済
研
究
者
の
注
目
を
あ
つ
.め
を
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
後
進
国
開
発
：の
間
題
に
閨
連
し
て
で
あ
っ
"た
。
:'
:
'.
..

即
ち
、
後
進
国
輸
出
の
大
部
せ
を
占
め
る
第
一
次
商
品
輸
出
の
分
^
.
:そ

し

：
て
第
一
，
次

商

品

問

題

：の

.解
決
ば
.国
際
貧
易
の
拡
大
の
見
地
か
ら
必 

要
で
あ
る
と
共
に
、
長
期
的
に
安
定
し
：た
経
済
計
画
を
た
て
経
済
発
展
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
財
の
輸
入
を
確
保
す
る
た
め
の
前
提
条
件
と
な
る 

か
ら
で
あ
.る
。
 

/ 

-

 

本
稿
の
目
的
は
戦
後
の
.第
一
次
商
品
輸
出
の
問
題
点
を
究
明
す
る
こ

と

、

及
び
ス

ジ

ァ
罾
ー
次
ま
品
問
題
は
、
-f
t

t

i' M

域
と
く
ら
べ
い
か
な
る
特 

殊
性
を
も
.つ
か
、
又
第
一
次
商
品
輸
出
変
動
の
要
因
の
分
析
な
.ど
を
行
っ
て
、
次
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
き
政
策
的
提
案
の
前
提
と
す
る
こ
と
で 

.

あ..る
。

- 

.

.

.

. 

. 

• 

-
-

ニ

戦

後

に

お

け

る

第

'一：
次
商
品
*

出

の

問

題

点

.

■ 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

'

今
日
の
後
進
国
輸
出
に
お
い
て
，は
ニ
つ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
.れ
る
。
第
一
に
は
後
進
国
輸
出
の
力
^

^

を

占

め

る

第
一
次
商
品
の
輸
出
額
増
加

率
が
工
業
製
品
の
そ
れ
に
く
ら
べ
低
い
と
い
う
点
、
第
一
一
に
は
第
，一
次
商
品
輸
出
額
の
年
々
の
変
動
が
輸
出
を
数
種
.の
第
一
.
次
商
品
の
み
に
.よ
っ

て
い
る
多
く
の
後
進
諸
国
の
国
際
収
支
を
著
し
く
不
安
定
に
す
る
と
い
？
ー

-1
で
あ
る
。

例
え
ば
こ
と
ろ
み
に
一
九
五
〇
年
代
の
世
界
総
輸
出
額
を
第
一
表
に
あ
げ
る
と
、
'総
輸
出
は
一
九
五
て
年
か
ら
一
九
五
ー
ー
申
に
が
け
て
の
約
四

パ
ー
セ
ン
ト
、，
一，九
五
七
年
か
ら
一
九
五
.
<年
べ
か
け
て
の
約
五
パ
ー
セ
：ン
ト
の
減
少
.を
の
ぞ
き
、.
常
に
前
年
搜
の
そ
れ
を
.1
4廻
0

て
い
る
。

一

方
、
総
輸
出
額
に
対
す
る
各
地
域
別
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
な
変
化
を
示
す
。:
即
ち
、
，今
、
総
輸
出
額
を
北
於
、
西
欧
、
白
本
、'
.ア
フ
リ
カ
、
東

南
ブ
ジ
ア
、.
中
近
東
、
:,
1フ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
そ
の
他
の
八
地
域
に
分
け
て
.各
々
：の
構
成
比&

変
化
を
み
る
と
、

ー
九
五
〇
年
代
に
お
.い
て
は
、
西

來
南
ァ
ジ
ァ
第
一
次
商
品
輸
出
の
問
題
点. 

四
七(

C1.111
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淞
酿
遛
燄
画
哎
0

^

<。
8
圧
鐵
存
，
0
.
1
5
咚
ゲ
；5
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.

(
2
)

摆
筠
冈
牟
存
ト
甜
琦
荖n
勝< 

o 

•
■

.
 

. 

. 

.

欧
と
日
本
'の
シ
エ
ヤ
ー
、の
.增
大
、
東
南
ア
ジ
ア
、

ラ
テ
.ン
.
.ア

メ

：リ

カ

及

！

6

7
フ
：リ
カ
の
シ
干
ヤ
、丨
の
減
少
が
み
ら
れ
、
.こ
の
よ
ぅ
な
傾
向
は
一
九 

五
六
年
以
後
特
に
顧
著
で
も
る
。

シ
.

H
.

ヤ
I

の
減
少
し
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
、

ァ
：プ.
リ

力
、.，
中

南

米

の

輸

出

額

の

大

半

を

占

め

.る

も

の

は

い

う

ま

で

も

な

料

、H

業

原

材

料
.
即
ち
第
.一
次
商
品
で
あ
る
。
又
、.
先

進

：国

で

も

輸

出

額

中

に

.第

一

次

商

品

輸

出

の

占

め

る
割
合
の
大
き
.い
米 

国
、
カ
ナ
ダ
、
'
ォ—

ス
ト
ラ
リ
ァ
、:

ニ
ユ
丨
ジ
ー
ラ
シ
ド
等
の
諸
国
等
で
は
、
西
欧
や
日
本
に
お
い
：て
見
ら
れ
る
よ
ぅ
な
シ
エ
ヤ
ー
の
増
加
が
見 

ら
れ
ず
、
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
と
の
ょ
I

シH

ヤ

丨

の

変

動

、
.
即

ち

地

域

別

輸

出

総

額

の

增

加

率
の
差
ば

、
工
業
製
品
輸

:
:出
額
対
第
.ー
次
商
品
輸
出
額
の
增
加
率
：の
差
と
置
き
か
.え
る
事
が
出
東
る
。

'

:

:
フ
：

_
 

.
 

,
 

■
第

1
次
商
ロ
1
輸
出
の
こ
の
ょ
う
な
不
振
は
、
，需
要
面
か
ら
次
の
ょ
う
な
原
因
が
考
.え
ら
れ
る
。
：
.

'
.

'

.

㈠

先
進
国
の
所
得
水
準
の
上
昇
'にともなう食料ノ殊に穀物に対：
する需要の相対的減少

;-
'

:

:

'

'

.

、、

 

，即
ち
、
米
国
に
お
け
る
穀
物
0
.総
消
費
量
.の
減
少
.に
示
さ
.れ

て

；い

る

ょ

う

に

、

所

得

水

準

の

上

昇

に

と

.

%'
:
な

っ

て

非

耐

久

消

費

財

へ

の

需

耍

が 

相
対
的
に
減
少
す
る
消
費
。ハ
'タ

ー

ン

の

変

化

が

そ

れ

で

あ

る

。

こ
；こ

.で
こ
こ
.ろ
み
に
米
国
の
昏
前
ペ
-?
九
ー
1
.ー
五
丨
一
九
三
九
年
平
’均)

と
戦
後(.一

九 

五
五
年
丨一：：

九
五
九
年
平
均)

：

の
小
麦
、
大
麦
、
ラ
ィ
麦
、
か
ら
す
麦
、.
i
う
.も
ろ
こ

し
、
米
の
六
商
品
に
つ
い
て
総
消
費
齡
ド
変
化
を
み
る
と
、
 

.戦
後
に
消
費
量
の
増
加
.を
見
た
も
の
.は
、
.わ
ず
か
に
米
、
か
ら
ず
舞
の
み
^

(

戦
前
'に
く
ら
.ベ
戦
後
の
消
費
量
は
、
.
h
麦
ニ
。ハ
ー
セ
ン
ト
、
ラ
ィ

-
 

.

人 
4
*

) 

-
 
.

.

■

.

.

■

•

麦
-*
一
九
：パ
丨
セ
ン
ト
、：

：

と
う
も
ろ
こ
し
一j

パ
ー
セ
シ
h

の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
と
：の
よ
う
な
消
費
。ハ
：タ
I
シ
：の
変
化
は
、'
;西

欧

に

お

..い

て

も

同 

様
.で
あ
々
、
西
欧
の
小
麦
の
純
輸
入
は
、
.：軟

卿

.

(

一
九
三
四—

一
九
三
.八
年
平
均)

^
^
^
^

■ 

- 

(

5) 

.

,•

,■
 

y 
.

■

.

.

ー
0

, +
:

0
万
ト
シ
：と
ほ
と
ん
ど
增
加
1.
.て
い
な
い
。
：「

九
五
八
年
、，_
一
九
五
九
年
に
お
い
.
.て

同

地

域

，へ

の

輸

入

が

い

ま

だ

世

界

小

麦

総

輸

入

量

の

約

三

分
O'
.ー

を

占

め'て

い

る

：
こ
ニ
と
.：を

考

え

：れ

ば

、
：
食

料

輸

出

の

う

ち

.で
、
.

#に
榖
物
の
' «
後
^

^

(

°7) 

、
 

. 

•

v
o
x 

■ 

'

'

,

.

.

ン

■ 

. 

. 

■

'

.

一
"
. 

- 

.

.

.

. 

- 

- 

-■'
'■
. 

. 

- 
‘
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•

べ
㈡

先
進
国
の
産
_

愚
.及&

街
術
变
化
に
ょ
る
第
：

1

次
商
品
輸
入
め
増
加
^

の

相

対

的

減

■

即

ち

、
：：
先

進
_

に
お
.け
；る
戦
後
の
著
じ
い
按
術
策
新
が
、

';
;

原
称
办
節
約
；

(Raw.Material 

s
a
v
i
n
g
)
.

の
方
向
に
：が.か
ら
て
■い
る
点
、
及
び
米
国 

に
.お
い
て
も
西
欧
に
お
い
：て
も
、

;

產
業
の
う.ち
で
従
來
多
く
の
原
材
料
輸
入
を
必
要
と
し
た
も
の
ょ
り

:%
、
少
量
の
康
材
料
^

か
使
弔
し
な
い
産 

.業
、

i

付
加
価
値
の
夫
ぎ
な
！

4

業
が
重
.要
性
を
ま
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

■

国

ぱ

例

を

と

り

-
ユ
如
五
彐

 

.九

五
. 

八

年

办

食

料

品

產

業

の

逾

產

指

数

、は

--
*

-。ハ'
i
セ
ン
ト
增
ゾ

：

繊
維
は
っ
ー
り
パ
ー‘セ

ネ

ド

類

务̂
 

Iセ
：
ン
ト 

の

賴

加

：を

示

七

て

い

^
。.

1

方

ハ：

付

加

価

値

の

分

布

々

(

..パ
：丨
セ
ン
ト

)

.
を
右
の 
一̂
^
^
^
^
^
^ ̂

い

る

：一.九

四
/\
年
と
一
九 

ノ 

凍
碑
5

ヶ
潍
.一
次
商
品
輸
出
の
：問
亂
点

：

:
.
: 

ぺ
:

:*
'
 

 ̂

^



五
四
年
に
つ
い
て
く
ら
べ
る
と
、
総
製
造
エ
業
.
を
ー
.

〇
0

と
.
し
.

て
食
料
品
產
業
の.
占
め
る
割
合
ゆ「

 

一
L

ハH

い
る
の
：に
対
し
';
:
'化
学H

業
は
、
”
-*
.九
四
八
年
は
七
:.
:
. 一一
 f

マ

ン

ト

'
.f

九
五
四
年
は
九
: ,
。ハ.
r
'セ
ン
ト
と
増
加
し
や
い
：
.る
。
ま
た
、
.

:

労 

働

者1

人
当
り
の
付
加
善
値
に
■つ
.い
て
：は
、；一

:

九
五S

年
に
：つ
M

て
^

:

と
な
っ
て
い
る
。.:

こ

の

；
ょ

ぅ

に

従

来

多

く

の

第

.
ー

次

商

品

輸

人

ビ

依

存

^

て

ビ

:事
は
、
.当
然
、
，拿

.一
：次

商

品

輸

出

备 

西
ド
イ
ッ
、

フ
ラ 

V

ス
、.
米
国
、
甘
本
、
そ
の
他
のH

築
国
に
つ
：い
て
>

ー
般
に
見
ら
れ
る
事
^ .
で
.
^
。

.

'
'■
M

V

先
進
国
の
：最
近
办
技
術
進
步
と
自
給
能
力
.
の

增

大
,

.

■.
.
.

、
ン
第
一
：次

産

業
•に
お
げ
る
.生
座
性
の
上
昇
.は
、
米
国
叉
は
西
欧
の
第
ニ
夂
商
を
の
自
給
能
ガ
の
增
加
を
も
た
ら
し
た
。

■
:

:
'

仞
兄
は
' 

ァ
メ
.■リ
ヵ
合
衆
国
に
お
レ
て
ば
一
九
二
七
年
丄
一
九
年
か
ら
.
一

九

璧

—

五
.
.七
年
：の
.間
に
？
右
油
を
：の
ぞ
く
第.一

次
商
品
の
輸
入
量

は
、：

一
七
パ
：丨
七
ン
ト
増
加
し
た
。
.

こ
れ
に
対
し
同
期
間.
の
石
油
を
.
の
ぞ
く
第」

次
商
品
の
消
費
量
极
、
実
に
三
五
パ
っ
丨
セ
ゾ
ト
の
増
加
を
み
た 

.

の
で
あ
る
。
同i

西
欧
セ
同
じ
グ
ル
丨
プ
：の
商
品
笔

1

セ
ン
ト
し
が
增
加
1>
て
い
反
い
-°
',
:
. 

/ 

.
V 

ぐ 

㈣

ぐ
先
進
国
に
お
げ
る
人
造
品
の
代
替
'-
'

天

然

ゴ

ム

に

対

す

る

人

造

ゴ

ム

、

ジ
.
ュ

1-

ト
£

す
る
新
し
い
種
類
の
紙
と
い
ぅ
ょ
ぅ
に
エ
業
製
品
が
第
ー
次 

商
品
に
代
替
す
る
傾
向
が
近
年
ま
す
ま
す
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
製
造
工
程
で
の
代
替
は
消
費
の
.。ハ
タ
丨
ン
の
変
化
ょ
り
も
さ
ら
こ
ド
ラ
ス 

テ
ィ
I

行
わ
れ
る
：

'

,

'
 

.

•

一

方

第

一

次
商
品
輸
出
不
振
の
供
給
面
の
.置
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。

H

後
進
国
に
お
け
る
戦
後
の
人
ロ
增
加
と
，
そ
れ
に
と
も
な
う
国
内
の
食
料
需
要
の
増
大
は
、•
生
■産
の
増
加
を
輸
出
の
増
加
に
向
け
ら
れ
な 

い
か
、
も
し
く
は
従
来
輸
出
し
て
い
た
分
ま
で
.%
国
内
消
費
に
廻
し
て
し
ま
う
よ
う
な
結
來
を
導
く
こ
と
：が
1

^

。''

H

第
一
次
商
ロ 
n併
給
者
の
大
窗
分
は
I小
規
模
な
生
產
を
行
う
農
家
か
ら
な
っ
て
い
る
為
、
' と
も
す
る
と
供
給
過
剰
か
ら
く
る
価
格
の
趟
勢 

的
低
落
ガ
長
期
に
わ
た
っ
'て
お
こ
^

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
，
戦

前
•
戦
後
の
ブ
‘ラ
ジ
ル
;(
0

コ
：
丨
ヒ
ー
の
過
剩
生
産
と
を
れ
に
と
も
な
う
哂
硌
の 

暴
落
.

一
ブ
五
六—

五
七
年
よ
り
の
コ
コ
ア
の
過
剰
生
産
と
価
格
下
落
の
ご
と
く
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
よ
う
な
ct
-

s

a>
o

3 r〗

に
つ
い
て
は
、
苗 

を
植
え
て
か
ら
実
際
に
産
出
物
を
得
る
ま
で
の
期
間
が
長
く
、

一
 

度
産
出
物
の
出
荷
期
に
な
る
と
、
市
場
価
格
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
供
給
さ 

れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
価
格
の
長
期
的
下
落
は
当
然
第
ー
次
商
品
輸
出
額
の
増
加
率
を
低
め
る
、事
に
：な
る
。

以
上
の
よ
I

、
第
一
次
商
品
輸
出
は
，
長
期
的
な
増
加
率
の
低
下
と
共
に
、
短
溯
的
に
は
き
わ
め
.て
不
霞
で
あ
る
こ
と
が
次
の
よ
う
な
事 

柄
か
ら
推
論
さ
れ
る
。

.

■

,

,，
H

第
.一
次
商
^

輸
出
国
.の
輸
出
構
造
の
.欠
点
.

即

ち

多

く

の

第

一

.
次

商

品

輸

出

国
で
は
、
単

一
も
し
く
は
数
種
の
第
，一
次
商
品
輸
出
額
の
総
输
出
額
中
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
&

、

「

商 

品
の
輸
出
変
動
が
そ

の

ま

ま

、-—
*
.
国

の輸
出
変
動
と
な
.っ
て
表
わ
れ
て
く

る

。

'
：

㈡

第

：
一

次

商

品

供

給

の

非

弾

カ

鮮

.

：

'

 

' 

■

即
ち
先
進
工
業
国
の
景
気
変
動
の
過
程
に
お
け
る
需
要
の
変
動
に
対
し
、■

第
.

「

次
商
品
供
給
は
短
期
的
に
は

非

弾

力

的

で

あ

.る
た

め

、

価

格

変

 

動
.の
窗
が
著
し
从
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
：：エ
業
原
材
料
の
価
格
変
動
が
食
料
笔 

®
.

外
部
的
与
件
の
変
化(

政
治
的
、
'自
然
的)

.

:

.'
■'
.

:

月
ち
^-
ー
 

次
商
品
0
輸
出
市
場
が
経
済
外
的
要
因
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
.は
、：
天
傲
>!
害
虫
等
に
よ
る
^ ;
産
の
増
減
、
又
は
朝
鮮
動
乱
、
'
ス
エ 

ズ
1;
乱

等

：
の

政

治

的

要

因

：に

よ

る

急

激

な

ブ

6

ム
、
.:

又
ぞ
の
反
動
を
経
験
す
る
；

^

と

，

等
_

於

0

 

て

明

シ

か

ー

で

あ

る

々

.

-

 

■:

東
南
：ァ
ジ
プ
第
：
一

次

商

品

輸

出

の

問

題

点

.

.

'

:」

*

,



以

上.の
ょ
う
'な
、
第
.—*
次
商
品
輸
出
の
長
期
的
不
振
と
短
期
的
不
安
定
性
'は
#

貨

保

有

、高

の

少

な

：
い

後

進

国

め

場

1̂
そ

の

ま

ま

輸

入

制

限

又
 

は
対
外
負
債
の
增
大
と
な̂;
ざ
る
を
得
な
，い̂

ニ
：
方

に

抵

い

て

-
今

 

一•次
商
品
の
も
.つ
一『

つ
の
問
題
4'
か
ら
導
か
.れ
る
政
策
的
な
命 

題
は
、
後
進
国
§

出
構
遶
の
商
品
別'
地
域
別
の
多
角
化
で
あ
り
、''
工
業
製
品
輸
出.へ
；
の

努

力

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

.0
戦

後

の

後

進

国

の

経

済
1H-
I

画

が

共

通■し

て

国

内.工

業

セ

ク
.
.タ

ー

の

払

大

、

.
fr
.
:
uい
#

業
の
育
成
を
通U
 

い
る
；

J.

と
.は
以
上
の
点
か

- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

... 

. 

' 

.

.

.

.

.

.

.

'

ら
し
て
%'
-者
然
で
あ
る
0

し
が
し
.な
が
6

経
済
計
画
め
：実
行
に
：あ
た
っ
て
、：
国
内
で
；の
：資
本
財
供
給
が

'乏
し
く
、：
大
半
；の
資t
M L
を
輸
入
に
ま
た 

な
け
れ
梂
な
ら
だ
い
と
れ
等
の_

々

に

と

：
っ

て

、

'
第
.ー：次
商
品
輸
出
の
長
期
的
不
振
と
短
期
的
不
安
定
性
は
、
安
定
的
経
済
投
資
計
画
を
実
行
す 

る
.の
に
あ
た
0'
:て
、.
最
大
の
醫
ロ
と.な

，
る

も

の

で

あ

る

。
：

..
:
 

'

次
に
，こ
こ
で
あ
げ
た
第
：一
次
商
品
輸
出
の

 

一
•
つ
の
'問
題
点
が
.、
東
南
.ア
ジ
ア
.第
一
次
商
品
輸̂-
の
#

殊
性
か
ら
し
て
他
の
後
進
地
域
に
く
ら
ベ
*

い
か
な
る
.

徴

を
.%
つ
.も
の
で
^

る
か
、
又
変
動
.の
主
要
な
原
因
に
つ
い
て
も
考
察
し
た.い
と
思
う
。

...
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(

1

)

.

先
進
国
の
輸
出
商
品
別
構
造
に
関
し
て
は
、
s 

T
h
e

 
c
o
m
m

.ai
t
y

 C
o
m
p
o
s
i
t
i
o
n

 o
f

 

T
r
a
d
e
,

 

S
e
l
e
c
t
e
d

 

I
n

 

レ
 u

s
t

a.a
r

 C
o
u
n
t
r
i
e
s

 

1
9
5
0

丄

9
5
4
=

 

b
y

 R
o
b
e
r
t

 

w
- 

0
 ̂

w
o
o
y
o
&
o 

s

- 

x

r
 

 ̂

 ̂

•

.

.右
の
fi
t

沏
.に
よ
れ
ば
二
九
五
四
年
の
食
料'. 

'飲
料
、',
タ
，パ
..コ.
.の
輸
出
額
-が
'総
輸
出
額
.で
占
め
る
割
合
ば
、
ア
メ
リ
カ
 

一
二
.
一
 

パ
ー
セ
ン
ト
、
カ
ナ
ダ
ニ 

四
•
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
こ
れ
に
対
し
日
本
八.四
パ
I

セ
ゾ

h

ィ
ギ
リ
ス
六
；.
一
パ
ー
セ
シ
ト
、
西
ド
ィ..ツ
ー
ー
り
ー•ハ
ー
セ
ン
ト
。

一
方
エ
鉱
業
原
材
棟
に 

.

:お
い
て
は
ア
メ
リ
カ-
九
’
五
.パ
ー
セ
ン
ト
、
カ
ナ
ダ
四
：四
：
•
七
パ
I

セ
ン
ト
、■
日
本
七
：，
五
パ|
セ
ン
ト
、::
ィ
ギ
リ
ス
.ー
〇
.
五
パー

セ
ン
ト
、
ド
ィ
ッ
一 

四
.
三
パ
I

セ
ン
ト
と
な.つ
て
い
る
。

：

(

2

)

.「

.
一
九
二
八
年
か
ら
一
九
五
五
年.、

1

九
五
七
年
の
第
一
，
次
商
品
輸
出
額
の
増
加
は
、
同
期
の
工
業
製
品
輸
出
額
の
増
加
の
わ
ず
か
三
分
の
一
に
す
ぎ
な 

か
'
っ
.た
.
*
.
.
更

に

こ

.O'

う
ち
か
ら
石
油
を
の.ぞ
く
と
わ
ず
か.七
分
.の
二
；
と

な

る

；.。

1-
:

W
0
0
S
U
O

.(

3

)

食
料
に
用
い
ら
れ
た
分
の
みo
 

.
 

•
 

■

.

,

>

(

4) 

C
o
m
m
o
d
i
t
y

 

S
u
r
v
e
y

 

1960, 

U
n
i
t
e
d

 

N
a
t
i
o
g
,

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 I960, 

p. 6_0. 

T
a
b
l
e

 

1
—

16, C
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

 

of 

c
e
—
als 

in 

U
n
i
t
e
d

 

States 

参
照
。

(

5) 

W
o
r
l
d

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

Survey,: :p. 

56, 

T
a
b
l
e

 

1
1
4
, W

h
e
a
t

 a
n
d

 W
h
e
a
,
t

 

Flour; 

N
e
t

 

T
r
a
d
e

 
b
y

 

.穸
«3
.;
0
1
1
参
竭

(

6)

M.
b
i
d
; 

P
.00
6
.
 

T
a
b
l
e

 

2
—

3,. _
e
a
t

 

a
n
d

 

W
h
e
a
t

 

F
l
o
u
r

 

T
r
a
d
e

 

b
e
t
w
e
e
n

 

,
j
o
r

 

E
x
p
o
r
t
e
r
s

 

a
n
d

 

s
e
l
e
c
^
$

(

7) 

一
 

I
進
地
域
.の
'食
料
、
こ
，
と

.

に

馨

.に
対
す
る
需
要
：は、
_ 

_
:

人

：卩
の
增
加
に.と
も
な
；い
戦
後
増
如
の
一
繁I

.
る

。

し
.か
し
と
れ
ら
.の
地
域
の
輸
出
の
不 

振•

外
貨
辦
情
の
困
難
さ
は
、.こ
れ
を
直
接
：に
国
際
市
場
の
需
要
塯
加
と
な
る
こ
と
.を
：は
ば
み
、
：

j

九
五
八
年
に
お
い
て
、.ラ
.テ
ン
ア
メ
リ
ヵ
、
：
ア
フ
リ
ヵ
、
 

中
近
來
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
小
表
純
輸
入
量
総
訏
は
.ー
-
—»
ー
〇
^
ド
ン
、
こ
れ 

日
本
ニ
三
〇
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

•

注
(5
)

参
照
。
/

'
 

:
: 

. 

. 

 ̂

. 

,

^
9 

V 

w
o
o
y
o
^
o 

^
 

'

 

clo)

タ
ィ
の
米
へ
ィ
ン
ド
の
油
脂
が
好
例
で
蛀
る
が
.、
.第
ー
肇
に
お
：い
て
く
わ
し
く
述
べ
る
。

.

,

(

11)

.
苗
を
植
え
て
か
ら
コ
コ
ア
、n

lヒ
|
の
：実
の
と
れ
る
ま
サ
は
約
八
年
間
と
云
わ
れ
て
い
る
。

:

(

12)

第
八
表
参
照
。
く
わ
し
く
は
第
二
章
で
，述
べ
る
。

'

(

13)

.朝
鮮
動
乱
の
折
.の
価
格
騰
貴
は
、
原
材
料
に
お
い
て
も
っ
と
も
著
し
く
、
.マ
レ
ー
の

ゴ

ム
：

(smoked Sheets f. o. b
.
)

は
一
九
五
〇
年
の
 
一
o
八
，
一一 

セ
ン
ト
\
ポ
シ
ド
ょ
：

o

一
 
九
五
一
年
に
は
ー
：
六

九*
ニ
セ
ン
ト
/
ポ
ン
：ド
、-翌
ー
九
：五
ニ.年
に
'は
九

六

，•
■ヤ
セ
シ
ト
/
ポ
ン
ド
と
変
化
し
た
。
又'マ
レ
r
の
錫 

(Ex I
r
k
,

 

Singapore
)
.

は
ー
九
五
0
年
の
ー
，ー
ー
ー
兰
.
兰
ポ
ン
ド
当
り
三
六
2:
ド
ル
ょ
り
ー
九
五
一.年
に
は
五
二
七
ド
ル
：に
、一

九
五
ニ
年
に
は
四
八
〇
ド

.
ル
と
な
っ
た
。
:

■
: 

.
-

.

s

i

s
 

W

&

&
 

0
 ̂

T
O
S
i
- 

.

又
吟
日
で
は
米
国
そ
の
他
の
国
の.戦
略
物
資
放
出
が
市
況
に
与.え
る
影
響
は
き
わ
め.て
大
き
な
.も
の
が
あ
る
。

'

,

14)

第
.

1

次
商
品
•
出
国
の
輸
入
支
払
準
備
率
と
し
て
、.総
外
貨
保
有
高.(Gold a

n
d
、Foreign E

x
c
h
a
n
g
e
)

対
年
間
輸
入
量
の
比(

パ
丨
セ
ン
卜

)

を
み 

る
と
こ
'れ
は
ー
ー
九
西
八
年
丨
一
九
五
七
年
ま
で
の
期
間
中
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
：五

0
年
，|

A
五
一
：一
年
加
ら

T
九
！；

^
三
年
に
か
け
て
の
ニ
へ
ク
の
例
外
を
の
ぞ 

'
け
ば
す
べ
て
年
々
減
少
を
示.す
。-:
.
 

:

-
..

■
- 

■
 

:

.
即
，ち
、
1
9
400
舟
-|
|
7 
袋

1
9
4
9

 

翁=
6
0
^
1
9
5
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.



,、

枣
南
ア
ジ
ア

第

次

商

on
輸

出
の

特

殊

性
と
問

題

点

'
第

1

廣

.に

お

い

V

示
き
れ
る
ょ
ぅ
に
、
東
南
ア
ジ
ア
：か
ら
め
；輸
出

額

の

世

界

総

輸

出

額

中

で

：占

め

•る
割
合
ば
、：
.一
.九

五

：〇

考

の

前

半

(

一
九 

五
一i

T
九M
五
年
平
均

)
)

で

四

バ：：

丨

セ

ン
卜
か
ら
後

ラ
テ
.ン
T: 

メ
.y
力
か
ら
.の
輸
出
も
前
半
：の 

一
0
 
.
九
。ハ
：I

セ
ン
ト
か
ら
ぎ
半
.に
は
九
■:•
八
。ハ
.

—

セ
，ン
ト
ノ

ア
フ
U
力
か
ら
の
輸
出
は
前
半
六
‘

一
 

パ
.I 
■セ
ン
ト
、
: ^
半
.五

•

一.。ハ
ー
セ 

.

ア
フ
リ
ガ
、

ラ
デ
ン 

ア
メ
リ
ヵ
.は
.一

九

五

〇

年

代.の

前

半

に

く

ら

べ

後

半

に

は

お

：の
.お

め

世

界

輸

出

麗

氧

の

I'

パ
：I
セ
ン
ト
ず
つ
を
失
っ
た
0

一
 

方
同
期
間
に
お
け
る 

西
欧
の
輸
出
の
総
輸
出
額
に
対
す
石
割
合
は
、
前
半
の
一
：一-一
九
rr

i

パ
：I
セ
ン
.ト
が
ぢ
後
半
は
西
五
：
ー'ー：パ
：1

セ
ン
.小
と
大
幅
な
増
加
を
示
し
て
ぃ 

る
。：
こ
の
ょ
ぅ
な
後
進
国
と
先
進
工
業
国
と
の
輸
出
増
加
率
の
著
し
い
差
の
要
因
.に

つ

い

て

め

考

察

は

、
、
，
前

章

に

お

い

て

す

で
：に
お

こ欠

っ
こ
。

Financial

earbook, 1960.atisti

54 
I. M 

Statisl 
U. N.

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
第
一
章
に
あ
げ
ら
れ
た
一
般
的
な
後
進
国
の
輸
出
増
加
率
の
低
さ
の
原
因
が
東
南
ア
ジ
..ア
輸
出
の
場
.合
に
は
ど

の
よ 

う

な

も

の

で

あ

る

か

、

凍

南

ア

》

ア

の

、ゾ

エ

ヤI
の
減
少
：

(

輸
出
増
加
率
の
低
さ)

：が
同
じ
よ
う
な
減
少
を
示
す
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

ア
フ
リ
カ
の

場
合
と
い
か
に
異
っ
.た
問
題
点
を
も
っ
て
い
る
か
、.
と
い
う
点
に
関
し
て
で
あ
る
。

シ
エ
ヤ
ー
の
変
化
、
い
い
か
え
れ
ば
輸
出
煢
加
率
の
也
域
間

■ 

.:

の
差
は
地
域
別
輸
出
価
格
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
と
地
域
別
輸
出
数
量
の
変
化
が
よ
り
重
要
な
原
因
と
な
る
場
合
と
が
あ
る
。

第
一
.図

は

：一

九

五

一

年

か

ら

一

.九
六
〇
年
ま
で
の
地
域
別(

西
欧
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、：'
.ア
7
リ
カ
；

)

.

.の
輸
出
価
格
指
数
の
対
前
年
変
化
率
を
、
東

. 

.

.

.

. - 

+
• 

:

南
ア
ジ
ア
の
そ
れ
に
対
比
し
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
.で
あ
る
。

.

.

.

. 

. 

•

第

I

図
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
な
こ
と
は
.、

一
九
五
〇
年
代
後
半
.

C
1

九
五
五
年
以
後)

に
お
.け
る
ラ
テ
ン
：ア
メ
リ
カ
、

ア
フ
リ
カ
地
域
の
輸 

出
価
格
指
数
の
趨
勢
的
.低
落
で
あ
.る
。
即
ち
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
の
輸
出
佩
格
指
教
.は
一
九
：五
五
：年
の
七
。ハ
ー
セ
ン
ト
、

一
九
五
六
年
の
一
パ

I

セ
ン
ト
、

一
九
五
七
年
の
ニ
パ
.丨
セ
ン
卜
，

一
九
五
八
年
，
一.
九

五

九

年

の

各

七

パ

ー

セ

ジ

ト

と

五

.年

間

連

続

し

，て

前

年

度

の

.水

準

を

下

廻

り

、

•
 

• •

一
九
五
九
年
の
価
格
指
数(

一
九
五
兰=

一
〇
〇)

は
八
三
、,
一
九
六
〇
年
に
は
八
五
と
、
基
準
年
度
に
く
ら
べ
'
、
' 1

五
。ハ
ー
■セ
ン
ト
の
減
少
.を
み

.

.

.

.

. 

•

.

 

. 

. 

.

せ
て
い
る
。
ア
フ
.
リ

力
地
域
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
ヴ
、

一
九
五
六
年
に
わ
ず
か
：
.' 一.
パ

ー

セ

ン

ト

前

年

の

水

準

を

上

廻

っ

た

以

外

は

、

--
*
•
九

五

五 

年
に
は
一
。ハ
ー
セ
ン
.卜
、

一
九
五
，七
年
に
は
一
一
。ハ
ー

セ

ン

ト

、

一
九
五
八
，年

に

は
.三
パー

セ
ン
ト
、

1

九
五
九
年
に
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
減
少
の 

割

合

(

対
前
$

は
次
第
に
大
き
く
な
り
、\ 

I

九
五
九
年
、
}
九
六
〇
年
の
価
格
指
数
は
九
.三
と
■

準
年
度」

'九
五
三
年
よ
り
七
バ
ー
セ
シ
ト
の
低

水
準
に
と
ど
ま
っ
だ
.。-:
. 

. 

.■:
:
'

'

'

'
::
-

;

.■

'

:
 

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

一
’
.

.

こ
れ
に
対
し
、
世
界
輸
出
額
で
の
シH

ヤ
！
の
減
少
の
著
し
'い

—-
'
九
五
六
：年
以
後
、
'東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
価
格
指
数
が
対
前
年
水
準
を
下
廻
っ 

.た
の
は
、

一
九
五
六
年
の
み
で
あ
フ
.て
、
.

： 一

A

W
五
年
，

'

I

九
五
七
年
、，
.ー
九
五
：八

年

、
''
ー
：
九

五

：九

年

、

1

九
-I

B
年
と
い
ず
れ
も
前
年
の
水
準 

を
上
廻
り
、
地
域
別
輸
出
相
対
価
格
に
つ
い
て
も
ラ
テ
.ン
ア
メ
ゾ
カ
.
1ノ
フ
リ
力
"

西

欧

，
の

各

地

域

に

く

ら

べ

：
て

有

利

と

な

：
っ

て

、，
る

の

.であ

る
。
：
. 

V 

.

.

V

,
.

.

,

• 

.

'

東
南
ア
ジ
ア
第
一
次
商
品
輸
出
の
間
題
点'■
'

..

五
五
ノ(

1

四
五)

'



第二表輸出額の短期変動系数⑴ 
1站0—1960 年

東南 7 ジ ァ ⑵ 12.5
ラ テ ン ア .メ リ ヵ ⑶ 9.9
ア フ リ 力 ⑷ 11,3 •

—
⑴各午について輸出額の大きい年と小さい年の比 

(大き \ 、年を分母とする ) を 1 から引いた値の平均 

を 1 9 5 3年の輸出額をもちいて加茁平均した。

( 2 ) ビルマ，セイロン , タイワン，マレー速邦，イ 

ンド，インドネシア，パキスタン， フイリッピン， 

サラワク， タイ。

( 3 ) アルゼン -少ン，，ブラジル，チ リ コ ロ ン ビ ヤ ,
: コスタリカ，キューバr ドミニカy エクアドル，

ガテマラ，ホンドラス， メキシコ，；カラグウプ， 

ラ.グイ，ウルガイ，：ベネX エラ.。

(4) アルジエリァ , アンコぐラ，力メル - ン, 仏領ヱ 

クアト：リアルアフリカ，仏領ウエストアフリカ，

ュ•チオビア，ガーナ，モリシアス , モロッコ,ナ 

イジエリア，チュニジア。 .
(資料) . Internationsil_.Monetary,:Fund, International 

Finance Statistics.
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四
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V
I方
輸
出
数
量
指
数
に
つ
い
.：て
は
一
.九

五

三

年

を

基

準

と

七
1
' 九
五
.七
|

1:

九
五
九
の
平
均
於
ア
フ
リ
カ
は
一
ー
ー
宄
、

ラ
テ
ゾ

ア
メ
リ
力 

は 

一
•-
,■一
一

一

一

と

な
マ

て

い

：る

：。
:'
'
こ
：れ
r-
.対
し
東
南
ア
ジ
ア
は
同
じ
期
間
に
^
い
て
>
:ー
六)

と
、:'
'
他
地
域
：に
く
ら
べ
も
っ
：：と
も
増
加
率
が
小
さ
い
。

以
上
の
一
.

1
点
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
第
ザ
次
商
品
輸
出
の
の
&

な
や
み
、：.世
界
輸
出
市
#

で
の
‘ゾ
：
X
ヤ
.丨
；の
減
少
は
、
：
同
じ
後
進
地
域
で
あ
る
ア

. 

' 

'
•

.

. 
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' 

. 

. 

. 

, 

. 

.

フ
リ
カ
、：
：
ラ.テ
ン
ア
メ
.リ
；カ

の

よ

ぅ

な

継

続

的

な

価

格

低

落

で.は
な

く

,-
:

^

む
.し
ろ

輸

出

数

量

：の
：の

び

な

や

み

に

よ

る

と

：：と

は

明

ら

か

で

あ

る

0

 

_ 

次
に
翁
出
額
.の
短
期
的
変
動
に
つ
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
変
動
率
を
他
の
地
域
に
く

ら

べ

て
み
よ
ぅ
。
東
南
ア
、ジ

ア

輸

出

額

の

短

彻

変

边 

率
は
、
第
.ニ
表
に
示
ざ

れ

る
よ
ぅ
に
，
他
の
後
進
地
域
ラ
ー
ア
ジ
ア

メ

リ

カ

、
：
ア

フ

リ

カ

：の

そ

れ

よ

り

も

大

き

い

。

即
ち
ア
ジ
ア
第
一
次
商
ロ

|«
輸

“ 

は
後
進
地
域
の
中
で
知
？
と
も
短
期
的
に
不
安
定
：で

あ

る

。
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三
つ
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い
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析

す

る

こ
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、

同

時

に

何

故
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九

五

〇

年
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何
故
東
南
ア
ジ
.'/
の
輸
出
短
期
変 
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广

:

ハ
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'

'

ハ
:

■:
!/
率
は
他
め
後
進
地
域
に
く
ら
べ
て
大
き
い
の
か
.
と
い
う
ニ
点
に

つ
い
て
解
明
を
与
え
る
事
に
な
ろ
う0 
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価
格
及
び
質
的
競
#
1 4

ス p

を
の 

の u
a
l
i
^
c
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
n
e
s
s
)

_
一
 

国
、.
又
は
：一
地
域
の
輸
出
商
品
の
国
際
市
場
.に
お
げ
る
競
争
性
社
、
：種
々
0
要
因
に
0 :
::っ̂

規

定

さ

れ

る

が

，、
：
そ

;'
€
>主
な
も
の
は
国
又
：は
地 

域
の
輸
出
商
品
の
坐
産
性
の
優
位
、
商
品
の
品
質
格
差
ぎa

H
t
y

 

d
i
f
e
r
l
e
)
.
、

為
替
相
場
.

(
E

x
c

h
a

n
g

e

そ
の
他
輸
出
税
、
：輸
出
W

助
金 

等
の
制
度
的
な
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
要
因
は
、
.一
国
の
輸
出
商
品
の
価
格
、
又
は
品
質
格
差
と
.な
っ

.
，て

あ

ら

わ

れ

:'
.そ
の
商
品
の
国
際
市
場 

に
お
け
る
競
争
性
を
決
定
す
る
。
こ
の
ょ
う
な
価
格
、
又
：は
質
の
競
争
が
も
>

と
も
重
要
：な
要
因
と
な
'る
の
は
エ
業
国
の
輸
出
に
つ
.い
.て
で
あ 

る
。
即
ち
褕
出
構
造
の
類
似
し
て
い
る
国
.々

に
お
け
る
輸
出
市
場
の
シ
；
ャ
ー
、
又
は
輸
出
の
：の
.び
率
を
決
定
す
る
も
の
は
、：
そ
の
国
め
輸
出
商

- 

(

3) 

.
 

•

.

.

 ■

品
の
質
的
な
差
~で
あ
り
、
為
替
相
場
を
含
む
市
場
価
格
の
差
で
あ
る
。

:

こ
れ
に
反
し
、
第
一
次
商
.品
輸
出
国
の
場
合
，
.輸
出
構
造
：は
多
く
自
然
的
条
件
に
莢
配
さ
れ
る
為
に
，
地
域
内
の
国
々
.で
は
類
似
し
て
い
'る

、

■'
 
■■

が
、
地
域
間
で
は
異
り
、
雙

て

価

格

、
又
は
輸
出
商
品
の
質
の
差
が
地
域
の
シ
土
ャ
丨
の
変
化

少
な
い
。
し
い
て
あ
げ
れ
ば
戦
後
の
米
国
市
場
で
.の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
力
産
コ
ー
ヒ
ー
と
ア
フ
リ
カ
：産̂
丨
.ヒ
'丨
の
価
格
0
差
、.
質
の
差
か
ら
来
る

競
争
、
そ
の
結
果
と
し
て
同
市
場
に
お
い
て
ラ
テ
ン
ア

メ

リ

カ

産
コ
ー
ヒ

'

丨
、

こ
と
：に
ブ
ニ
フ
ジ
ル
：産
の.劣
等
な
コ
‘丨
ヒ
ー(Inferiortype. A

r
a
b
i
c
a

(

5) 

■ 

■
 

■ 

■ 

: 

c
o
s
e
e
)

の
シ
エ
ャ
！
が
減
少
し
た
例
で
あ
ろ
う
。

 

こ

東

南

ア

ジ

.
ア

第

ー
^

商

品

輪

出

の

シ

：
エ

ャ

ー

の

減

少

と

価

格

競

：争

性

の

問

題

に

'つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、.
昨
今
の
技

術
承
新
に
と
も
な
う
人
造
製
品
と
、
.第
一
次
商
品
と
の
競
争
で
..あ
る
。.；
即
ち
"

第f
l

救
世
界
大
戦
中
及
び
戦
浄
值
後
の
全
般
的
第1

.

次
商
品
の
不

.足
、
及
び
価
格
の
騰
貴
は
、
工
業
製
品
に
ょ
名
第
.一
次
商
品
の
«

#
の
た
め
，の
技
術
研
究
を
促
進
し
_、
入
罾
品
の
エ
業
化
に
と
も
な
う
砠
格
の
低

落
、
質
的
改
善
は
次
第
に
エ
業
国
の
第
一
次
商
品
に
対
す
る
輸
入
依
存
度
を
低
め
て
1.
>
る
。

.

■ 

■ 

•

-

 

., 

. 

-
-
.
. 

.

東
南
ア
ジ
ア
第
一.次
商
品
輸
出
の
問
題
点' 

五

七

2

四
七)



中

、

天

然

ゴ

ム

の

偭

格

が

人

造

ゴ

ム

の

そ

れ

^

^

高

か

っ
た
こ
と
、
又
需
要
超
過
の
時
で

さ
え
天

然

ゴ
ム
の
供
給
弹
カ
性
が
低
か
っ
た
こ
と
、
な 

ら
び
に
ほ
と
.ん
ど
天
然
'ゴ
ム
と
か
.わ

ら

な

.
い

優

秀

な
人
造
、'コ
ム
の
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
.た
め
.で
あ
ろ
ぅ
。
ノ

天
然
ゴ
ム
と
人
造
ゴ
ム
の
.価
格
は
、'
:人
造
ゴ
ム
が
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
ー
.ー'四
セ
ン(

ト
、を
ー
九
五
五
学
か
ら
ー
九
六
〇
年
末
ま
で
維
持
し
て
い
る
の 

に
対
し
、
天
然
ゴ
ム
の
I

鮮
は
ニ
九
五
五
年
の
一
ポ
ン
.ド
三
ニ
セ
シ
ト
か
ら
'ー.九
.五
九
啤
め
：—
杀
ン
.ド
'-
1

^
 

一
 

九 

六
〇
年
、
'一
 

時
苗
復
を
み
せ
.た
も
の
の
、

ー
九
六
〇
年
後
半
に
は
再
び
下
落
し
、
人
造
ゴ
ム
.の
価
格
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
た
。
即
ち
、

1
九
六
〇 

年
に
は
天
然
ゴ
ム
.の
相
対
価
格
の
下
‘落
に
も
か
が
わ
ら
ず
、，
人
造
ゴ
ム
の
，ゾH

ャ
ー
は
依
然
と
し
て
北
米
、
西
欧
に
お
い
て
減
少
し
た
の
.で
あ
っ 

て
、
こ
れ
は
人
造
ゴ
ム
の
質
的
改
善
が
.価
格
に
お
い
て
も
な
お
人
造
品
を
優
位
に
な
ら
し
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
今
ま
で
は
、
人
造
品 

の
_

対
価
格
の
低
さ
が
シ
ヱ
ャ
ー
.の
増
大
を
導
い
て
き
た
が
，
技
術
改
良
の
進
行
は
質
的
な
競
争
性
の
優
位
に
.よ
る
、ゾ
ヱ
ャ
ー
の
増
大
を
導
い

(

8)

. '
: 

.
 

:

'
.
 

■

し

'-
 

.:■

. 

.
'
' 

.

た

。
 

. 

' 

'

•

,.广

同
酿
.な
競
争
的
関
係
は
、
原
綿
.
*原
毛
の
輸
出
を
規
定
す
る
綿
糸
*
毛
糸
と
人
造
糸
の
市
場
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
殊
に
最
近
の
ナ
イ
ロ 

ン
、
そ
の
他
.
.の
人
造
撕
維
の
.天
然
« '
維
に
対
す
る
代
替
は
、
家
具
製
造
、
タ
イ
ャ
コ
|
ド
等
の
エ
業
製
品
舐
門
に
ホ
い
て
著
し
ヤ
。
.即
ち
羊
毛

綿
の
肖
費
部̂

に
，
お

ホ

る

代

替

は

、
，
個

人

の

#

好
に
：よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
ため

に

.
、変
化
は
エ
.
業
部
門
.
に
お
け
る
ほ
，ど
急
速
で
は
な
い
が
、
質
的

.

.

.

.

k

i i

択
の
基
準
が
耐
久
性
：の
み
に
よ
づ
て
.
き

ま

る
エ
業
原
材
料
の
場
合
の
代
替
は
よ
り
ド
：

1

プ
ス
7 -

ィ
'

ッ

.
ク

な

規

廣

で

行

わ

れ

る

°

.

.^
上
ド

J

お

、
"

て
^ .
'

确

.
さ

れ

た

天

然

ゴ

ム

.
と

人

造

ゴ

ム

、

.

綿
と
人
避
繊
維
の.
藤
争
が
.
假
格
的
に
%

質
的
に̂

第

I

次
商
品
に
不
矛
に
な
っ
た
こ
と 

ば
V

.

こ
れ
等
の
第. 
一^ •
-

商
品
輸
出
額
の
総
輸
出
額
め
中
で
占
め
る
ゥ
ェ
イ
ト
の
特
に
大
き
い
東
南
ァ
ジ
ァ
輸
出
の
不
振
の
ー
因
と
な
っ
乓

>
1)

_

英
領
北
ボ
ル
ネ
オ
、1タ
イ
*
ビ
ル
マ
、
ヵ
ン
ボ
ジ
ャ
、
セ
イ>ロ
ン
、
台
湾
、
香
港
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
い
へ
南
鮮
、
マ
レ

|
連
男
、：
パ
キ
ス
タ
ン 

7.
ィ
リ
ピ
ン
、
サ
ラ
ヮ
グ
，

：

シ
ン
.ガ
ポ
I

ル
.、
タ
イ
、'
ベ
ト
ナ
ム
の̂

計
. 

：

1

^
 

i

l

 

s
. 

T
a
f

 

151, 

W
o
r
l
d
H
r
a
d
e
r

 I
n
d
e
x

 
_

:

東
南
ア
ジ
ァ
第1
次
商
品
輸
出
の
問
題
点'

.
五

九
.

(
1

四
九)

：

第三表ゴムの地域別消费量の変化 a)
ゾ. 1955/56 年 =  100

1955/56
(千トン）

1956/57
、 ' ' 
1957/58 1958/59 1959/60

天然 1,903 100 . 99 109 110
世 界b) 人造 1,125 106 108 125 153

計 3,028 102 102 1 1 5、 125
. 关然 638 93 82 91 92

北 .米 人造 .'' 948 100 96 ‘ 110 124
* 計 1,586 97 90 102 111

天然 681 87 94 ； .94 95
西 欧 人造 131 136 171 196 275

計 812 95 106 111 124
天然 95 133 128 153 161

日 本 人造 7 157 214 ‘ 314 586
計 102 134 134 164 ,1 9 0

ソ速及び東欧d 天然 176 108 ' へ .. ...- 125 164 118
中 共C) 天然 62 171 189 255 287.

天然 2 5 1 . 117 104 105 124m 一 次  
商品輸出国 人造 39 133 167 197 . 331

計 ' 290 119 . 112 118 152
(資料）'Table 2-48, p. 193. Commodity Survey I960, United Nations, a ) 七月 /六月 .。..b) V 

速中共柬欧の人造ゴム消費をめぞく。c ) 同資料推計に基く。

五

八C
—

-
四
八)

',
"こ
■の
：も

：
っ
ー
と
も
顕
著
な
例
双
、

i
s
®

ア

ジ

.
ア

第一次 

.
商

品

輸

出

の

中

で

重

要

な

天

然

ゴ

：
ム
：
に

対

す

る

人

造

ゴ 

,ム
：
の
：
進

出
..で
：
あ̂

.

.第
一
：
1
.
3 

天
然
ゴ
ム 

.及
び
人
造
>

ム
の:

一
丸
五
五
丨
五
六
年
以
来
の
消
費
量 

の
推
移
を
み
る
.と
、

一：九
五
五
/
五
六
年
か
ら
一
九
五 

九
グ
六
o

年

の

：
四

年

間

に

世

界

の

；
ゴ
”
ム
消
費
量
は
一
一
五 

パ
：丨
セ
ン
ト
の
増
加
率
を
ー
ホ
す
が
、

の
天
然 

'ゴ
ム
の
.増
加
率
が
，1

0
パ
'丨
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対 

し
、：.人
造
ゴ
.
ム
は
五M

X

 —

セ
ン
ト
の
増
加
率
を

示 

.
し
、.
消
費
量
は
ほ
ぼ
天
然
ゴ
ム
の
そ
れ
に
等
し
く
な
つ 

:た
。
.
又
同
表
に
ょ
0
'て
明
ら
か
な
ょ
ぅ
に
、
天
然
ゴ
ム 

;
の

消

費

；の

減

少

を

み

た

.
の

は

従

来

の

主

な

天

然

ゴ

ム

輸 

入
国
で
あ
る
西
欧
、
及
び
北
米
で
あ
り
、
消
費
の
増
加 

は
日
本
、.
シ
ビ
モ
ト
、
中
共
及
び
第
一
次
商
品
輸
出
国 

で
あ
る
。
第
，1

次
商
品
輸
出i

i

の
天
然
ゴ
ム
の
消
費
の 

増
加
は
お
そ
ら
く
国
内
で
の
工
業
化
の
結
果
で
あ
る
と 

思
わ
れ
る
。

以

上

の

ょ

ぅ

な

人

造

ゴ

ム

：
に

ょ

る

代

替

は

、

既

期

間
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'

六
〇
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(

5

〇)

'

?')
彳H

業
国
問
の
グ
X
ャ

丨

の

龜

動

に

つ

い

て

ば

’
ー
例
ぇ
ば
鼠
を
貫̂-c

o
l
t
i
t
i
v
e

 :
s
l
g
t
h

 

a
n
d

 E
x
p
o
r
t

 

shares, of M
a
j
o
r

 H
a

l

 C
o
u
n
t
-

.
 

ries. 
J. 

M
.

 

F
l
e
m
m
i
n
g

 a
n
d

 s. 

C. 

Tsiang. 

L. M
.

 

R

 

S
t
s

 paper.. A
u
g
u
s
t
,

 

1956. 

N
o
.

 

2, 

pp. 

2
100
1
2
4
8

 

参
芎

'
.
,

(

4)
：
ビ
ル
V
マ
' '
タ
ィV

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
'る
米
ノ

.

.■:
は
、
こ
れ
ら
地
域
内
の
諸
国
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
同
程
度
と
云
え
る
。

.(

S)

.她
^
の
米
国
^
場
に
庄
^
的
多
量
ぬ
供
給
を
存
っ
そ
い
卷
ぽ:.
'
^
^
 ̂

コ
.
ロ
 

#ビ
ア
両
国
で
あ
-?
た
。
し
か
し
哦
姿
こ:

おけ，

る
ア
フ
リ
カ
コ
，丨ヒ

丨
の
増
産
は
め
ざ
ま
し
く
、
ア
フ
ー
リ
カ
産
コ
丨
ヒ

;:
'
|と
ラ
テ
ン
ア
ん
リ力
産
コ
丨
ヒ
丨

の
質
の

差
、
即
ち
.前
者
は
主
と
し
て
ロ
ブ
ス 

.
タ
コ
I
匕~

で
あ
り
、
後
者
は
主
と
し
て
ア.ラ
ビ
カ
コ
ー
ヒ
I
で
あ
る
.ど
い
う
遠
い
も
ィ
ン
ス
タ
ン
.ト
コ

■ 
I

ヒ
I
製

造

の

場

合

に

は

前

^
!
を
混

入

し

う
る
と
あ 

つ
て
、
..
戦
後
の
ィ
ン
ス
：タ
ン
ト
コ
1
|

ヒ
ー
の
需
要
増
に
つ

)

れ
、
：'価
格
.'
.
:生
產
：費
ど
%̂
格
段
に
安
価
な
ア
フ
リ
カ
コI
ヒ
i
の
ア
；メ
リ
：力

~
の
輸
入
は
漸
曾
し 

.
.

.
.

た
。
と
ー;0
ょ
う
な
ア
フ
力
産

.コ
ー
：ヒ
ー
の
米
国
市
場
べ
の
進
出
は
、：ブ
ラ
ジ
ル
.コ
ー
ヒ
ー
.の多
大
な
ス
h.
ッ
ク
の
増
加
に
吏
に
拍
取
をか
け

る

.
こ

と

と
な 

り
、
ブ
；ラ
ジ
ル
コ
ー
ヒ

ー

の
過
剩
生
産
、
.価
格
低

落

の
一
因
と
な
る。
,

(
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n
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>
K
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o
r
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T
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f

 

f

 

s

.
 

f

 

f

 

w

&

l

 

i

p

二 C
o
)
.

t
の

-J：
'
'う
に
結
論
し
う
る
こ'と
は
、
従
来
は
人
造
ゴ
ム0:
価
格
を
ー
.つ
め
底
と
し
て
上
昇
に
転
じ
た
关
然
ゴ
ム
の
肺
格
が
、
侬
然
と
し
て
ー
九
六
一
、

一
 

九

六
-:
年
に
お
い
て
も
反
撥
を
見
せ
な
い
こ
ん
に
ょ
っ
.て
も
明
ら
.か
で
あ
%
:

.

:

へ

:'

.

■
 

'
一 ，. 

... 

:

( =
地

域

别

需

要

構

造(R
e

备

n
a
l

D

s

&

u

t

i
§
a
^

需
耍
侧
の
変
化
が
輸
出
量
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
'.
ニ
_つ
に
分
け
て
考
ぇ
ら
れ
る
。.ー；
つ.は
国
内
市
場
S

要
增
加
が
そ
：の
■国
の
輸
出
量
を
減
少
さ 

:

せ
る
場
合
で
あ
り
、
他
は.国
際
市
場
、.そ
の
国
の
輸
出
相
手
国
の
需
要
変
動
が
輸
出
量
_を
增
減
す
る
場
合
セ
あ
る
。■

■:

/

最
初
に
東
南
ア
ジ
ア
第
一
.次
商
品
に
対
す
：る
国
内
需
要
の
変
化
と
輸
出
の
関
係
を
み
る
：ど
、
.：食
料
に
つ
い
.て
.は

人

ロ

增

加

：に

ょ

：る

国

内

需

.要
3 

増

加

、

国

内

価

格
.
.の
、上

昇

に

ょ

る

国

内

市

場

.の

著

し

い

拡

大

、

.
こ
.
.れ

.に

る

生

産

量

の

增

如

の

不

足

に
よ
り

国
際
市
場
.
.に
.供
給
す
る
余
力
の 

減
少
し
て
い
る
春
指
摘
し
う
る
。
こ
.の
ょ
う
な
効
果
は
'

殊
に
、
豸

、
米
、：
油
艇
等
の
国
内
で
の
主
耍
食
料
品
|

い
て
み
ら
れ
る
。

㈣

え

第四表束南アジア輸出額の地域別変動，1950—1邪9 年
1953 年 =  100

カナダ， 
7  メリカ
合衆国

西 欧 日 本
ラ テ ン  
アメリ力 中迪卑

萊 南
アジア 來 欧 中 共 その他

1950 . 100 95 43 86 92 128 95 38 117
1951 123 148 71 145 94 171 154 105 157
1952 107 99 84 93 97 155 176 177 109
1953(0 100(23) 100(31) 100(12) 100⑵ 100(4) 100(10) 100(1) 100(2) 100(15)
1954 90 107 8 1 . 93 110 111 100 122 104
1955 99 112 96 149 142 105 226 143 102
1956 95 116 89 69 128 105 261 ,135 104
1957 105 110 78 88 162 119 321 140 123
1958 93 101 75 74 132 102 326 122 104
1959 103 111 91 71 152 94 432 135 112

( 1 ) ( ) は 1953年度東南アジア輸出額の地域別構成比( ％) を示す。

(資料） Monthly Bullptin of Statistics, United Nations.
. . . . . . . . . へ、' ' . . - - .... ■'

ば
、

1

九
五
'
<

$
の
タ
イ
米
の
生
産
量
は1
九
四
八
年
度
に
比
し
て
五
パ
I

セ
シ 

ト
近
く
.の
増
加
を
示
し
て
.い
.る
.の
.
.
.
.
に
'対

:b
.

輸
出
は
.，.一.
'九
.四
八
年
の
水
準
を
.わ
す
力

に
下
廻
.
°
て
い
る
。
油
脂
に
つ
い
て
は
、
戦
前
は
_
際
市
場
に
.お
け
る
代
表
的
供
給

'

.

.

.
 

.

国

で

あ

っ

.た

イ

ン
ド

の
落
花
生
油
の
輸
出
が
、，

戦
後
.に
：お
い
て
は
わ
ず
か
に
例
外
的 

な
豊
作
の
年
だ
げ
は
.政
府
め
補
助M

策
に
よ
.っ
て
輪
出
を
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な 

い
。
こ
れ
は
.国
内
市
場
に
お
け
る
需
要
増
加
と
そ
れ
に
と
も
な
う
価
格
騰
貴
が
イ
ン 

ド
製
油
脂
の
国
際
市
場
.に
対
す
る
供
給
を
困
難
に
し
て
い
る
た
め
で
‘あ
る
。
以
上
の 

.よ
う
な
主
要
食
料
品
以
外
.に
つ
い
て
も
、
ご
く
あ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
戦
後
め 

生
活
水
準
の
向
上
は
従
来
全
く
国
内
市
場
に
供
給
し
て
い
な
か
っ
た
商
品
、
例
え
ば 

茶
に
つ
.い
て
も
国
内
消
費
量
の
増
加
，
輸
出
量
の
生
産
量
に
し
め
る
比
率
の
低
下
を

.

.
S
 

'
，

パ 

.

.
,.、.

招
い
て
、い
る
。•;

工
業
原
材
料
に
っ
ぃ
て
、.戦
後
の
工
業
化
政
策
の
進
展
は
、
国
内
消
費
を
高
め
る 

傾
向
に
.あ〗

る
0

即
ち
.原
綿
を
用
いP

の
綿H

業

，
の

勃

興

，
，

(

パ
キ
ス
：：
タ
ン

)

、

ゴ

ム

を

用

い
て
の
ゴ

ム

製
品
產
業
の
発
展

-
I

V

レ
丨

)

ゝ
等
の
エ
業
化
は
近
年
の
経
済
発
展
計
画

• 

ン

.

.

.

(

2) 

：
.

に

蓮

づ

き

、
，
特

に

著

む

い

：。

'も
と
；よ
り
こ
の
よ
う
な
工
業
化
は
国
内
に
お
け
る
輸
入

一
品
と
の
代
替
I

又
は
輸
出
屢
効
果
を
適
じ
^

I

ァ
ジ
ァ
g

に
役
立
ら
も
の
-で

あ

る

亦

ぐ

エ

業

化

吖

初

期

^

お
い
て
は
バ
^
ば
し
ば
-
時
的
に
原

杖
料
輸
出
の
減
少
に
み
あ
1 '
だ
け
の
製
乱
輪
出
の
塯
大
が
行
わ
れ
な
い
場
合
が
あ



成
の
中
‘で
大
き
な
部
分
を
し
め
る
主
要
地
域
の
需
要
変
化
、
冽
え
ば
そ
の
地
域
の
実
質
所
得
の
上
昇
、
急
速
な
工
業
発
展
等
の
変
化
は
輸
出
国
側

.

.

.

.

.

.
' 

.

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。.

.

：

。

，

:

•

.
第
四
表
に
東
南K

ジ
ア
の
地
域
別
輸
出
額
の
変
化
を
.

一

九
五
三
年
を
基
準
と
す
る
指
数
に
ょ
っ
て
あ
ら
わ
し
、
又
基
準
年
次
に
お
け
る
北
米
、
 

西
欧
、
日
本
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、.
中
近
東
、
東
南
ア
ジ
プ
、
東
欧
、
.中
共
そ
..の
：他
の
地
域
向
輸
出
額
の
総
輸
出
で
し
め
る
割
合
を
算
出
す
る
。
 

東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
先
：は
西
欧
が
も
っ
と
も
大
き
く
三
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
次
い
で
北

米

、
；
印
本

と
な
り
;'
こ

れ

ら

先

進

国

向

輸

出

は

全

体

.の

六

六 

。ハー

セ
ン
ト
を
占

め

る

。先
進
国
向
輸
出
の
増
加
は
西
欧
に
お
い
て
も
っ
と

も

大

き

く

、
：

年
率
約
一
一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ニ
九

五

三

丨

ー丸
五
九
年
平
均) 

.と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
*

米
向
け
輸
出
の
增
加
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
：日
本
向
け
0
場
合
な
ど
一
九
五
芄
年
以
後
減
少
し
、

一
九
五
八
年
に

ハ
 

f 

'

は
銮
準
年
度
の
七
.五パ！セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
て
ト
リ

.ハ

.'
 
.

'

ノ

ぐ
^

.
 

■
 

•
.
 

'

他
方
、
増
加
の
著
し
か
っ
た
の
は
、
東
欧
及
び
中
共
等
共
産
圏
向
の
輸
出
で
あ
る
，

： 

.

.

.次
に
こ
の
ょ
ぅ
な
変
動
を
商
品
別
：に
大
別
し
て
見
る
。
第
五
表
，に
は
輸
出
商
品
を
、.
第
：
 
ー_次
商
品—

食
料
、
.
非
食
料
丨
工
業
製
品
の
三
つ
に
分

(

6)

-
:

:

け
地
域
的
別
に
輸
出
額
の
変
動
.を
み
る
。
， 

'

•

:

,

,

ま
ず
先
進
エ
藥
国
向
の
輸
出(

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
西
欧
、
日
本)

に
つ
.い
て
は
、'
 

卫
業
製
品
の
輸
出
は
一
九
五
八
年
を
除
き
、
..
い
ず
れ
の 

地
域
に
つ
い
て
も
増
加
し
て
い
る

。

こ
れ
に
対
し
、
第

—*
.

_

品
の
ぅ
ち
、
非
食
料
に
つ
い
て
ゆ
、
北
米
、
西
欧
と
も
一
九
五
五
年
ょ
り
一
九
五 

八
年
ま
で
は
漸
次
減
少
し
、…

一
.九
五
九
年
に
お
い
て
は
じ
^

て
前
年
度
の
水
準
を
上
廻
？
た
が
、.
 

一
•允
五
五
年
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。
同 

期
間
に
お
け
る
製
造H

業
の
生
産
指
数
の
成
！̂
率
、
.西
欧
一
ー
〇
。
ハ

ー

セ

ン

ト

、

北

米

九

パ

ー

セ

ゾ

ト
と
*

比
し
て
考
え
.る
な
ら
ば
、
い
か
に
北
米 

や
、.
西
欧
の
東
南
ア
ジ
ア
第
一
.次
商
品
に
対
す
る
輸
入
依
存
度
が
一
れ
$

0
.¥
«

半
'に
_

ル
ノ
し
た
か
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、

一
九
五
◦
年
代 

後
半
に
お
け
る
西
欧
、'
 

北
米
の
工
業
虫
產
.の
増
大
は
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
の
增
大
に
：味
反
映
さ
れ
な
：か
0.
だ
\0
'1
^
:
ア
ジ
ア
の
地
域
別
輸
出
先
構
成

は
}
九

：五

〇

年

代

に

も

っ

と

も

高

い

エ

L

を
見
せ
た
西
欧
が
一'

.

番
犬
き
.な
割
合
を
占
め
.た
。
こ
€>
事

は

、
，
：
.ー
見
東
南
ア
\̂

ア

輸

出

，の

増

大

,

■

'
 

....
 

......
 

...
 

.
 

...
;

....
 

..
 

■
 

■

.
 

...

ノ
東
南
ア
ジ
ア
第
一
次
商
品
输
出
の
問
題
点
.

.
 

：

六

三(

一
五
三)

第五表東南アジア地域別商品別⑴輸出額 , 1955—5 9年,
M illion u. s. S f. o. b.

力ナダ， 
アメリカ

合衆国
西 欧 W 本 ラ テ ン  

アメリカ 中近東 萊 南
ア，ジア 凍欧 中共

.....

その他

第一次商品 

. 食料1955 245 485 185 8 142 507 33 24 1771956 ' 240 565 119 6 112 \ 590 37 17 2741957 225 535 102 7 143 652 40 21 2171958 260 565 114 7 127 606 40 10 177. 1959 , 2 6 0 550 125 8 ' 133 587 52 3 210
非食料1955 685 1277 361 114 18 370 58 76 2531956 613 1198 437 52 18 439 79 82 2351957 596 1076 428 62 20 536 99 99 251

1958 517 891 373 49 16 517 139 110 214
1959 635 1063 504 63 18 587 239 120 224

工業製品

1955 230 233 19 60 65
■ §

1078 0 32 221
1956 247 237 34 44 73 1070 7 24 302
1957 344 249 30 61 85. 1052' 12 20 . 349
1958 273 244 18 51 192 972 15 26 199
1959 335 317 31 53 8 826

17
30 . 299

( 1 ) 商品区分は第六表, 地域区分は第四表と同じ。

.'(資料） Monthly Bulletin of Statistics, United .Nations, New York.

.

:

六
ニ
 

ニ
'五
二)

“
る
'。::
即

ち

：工

業

化.の
；初

期

に

お

け
^:
エ
：業

製

品

は

質

が

悪

い 

ベ
た
め
、

又'は
生
産
性
の
低
さ
か
ら
く
る
コ
ス
:b
:■高
の
た
め 

に
、
'
国
際
市
場
に
お
い
て
競
争
ガ
が
弱
く
、
売

れ

な

い

た 

•
め
"

国
内
で
消
費
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
#
合
が
し
ば
し
ば
お 

.

る
。
：こ
の
た
め
従
来
輸
出
さ
れ
て
い
た
，原
材
料
の
輸
出
を 

減
少
し
た
分
ヒ
見
合
ぅ
だ
け
の
製
品
輸
出
が
行
わ
れ
ず
、，
輸 

出
総
額
の
減
少
を
■み
る
の
で
あ
.る

。

.こ

の

よ

ぅ

な

可

能

性

は 

エ
業
化
の
経
験
め
浅
い
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と
っ
て
特
に

(

3) 

•

.
大
き
い
。

次
に
輸
出
相
手
国
め
構
成
変
化
、
商
品
需
要
変
動
の
東
南 

'.
ア
ジ
ア
第
ー
次
商
品
輸
出
匕
及
ぽ
す
影
響
に
つ
い
て
考
察
し 

::

て
み
よ
ぅ
。
輸
入
需
要
は
、
そ
の
国
に
お
け
る
所
得
水
準
の 

変
動
、
又
は
国
内
供
給
の
変
化
に
よ
ら
て
変
わ
る
。

|

般
に 

輸
出
入
相
手
囯
は
、
経
済
的
要
因
の
地
理
的
、
歴
史
的
、
又 

は
政
策
的
.な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、

地

域

又

は

国

の

 

輸
出
先
別
構
成
：は
短
期
的
に
は
安
定
的
で
あ
る
。

今

、
'
.
東

南

ア

ジ

ア
輸
出
先
の
地
域
別
：構̂

、
地
域
間
の
質 

易

関

係

ガ

短

期

的

に

.は
一
定

で
.あ
る
■と
す
れ
ば
、.
地
域
別
構
.



に
有
利
な
要
因
で
あ
.る
.よ
ヶ
に
思
え
る
與V

按
術
恭
新
^
基
づ
く
^
造
品
：̂%

る
«

替
？
先
進
®

業
国
：̂̂
 

風
：地
域
の
東 

，齒

で

ジ7.
第

-^
次
_

品
迄
対
す
各
輸
大
依
存
度
を
懈
め
、
:'
'
:輸
敗
先
_

费
の
：
：
^
 

っ
：て
い
.る
0

.
■■
• 

.:.
;
.
.
. 

: 

.

.

.

.

. 

.
V
: 

ニ
：
'
:
:
' .

.
■

'.
■
.'
•

.

.

.'■
,■,..V 

:

:..
-
- 

■
::—

.■;

. 

,■.
.
'
-
'
■
. 

: 

■
■■
-
: 

.. 
:
 

V

.

■

•.
.

.

.
西
欧
;.
'

北
米
虼
对
ず
る
#
食
斛
ま
お
时
る
''
0
:1

な
効
果
_

、

〔

;.
>
;日
本
に
积
い
，
^

間
に
私
け
る
高
い
王
_

成

長

率

；味

、
；
續

入

；依

在

度

吃

僻

^ ;
を

も

上.廻

が

も

の

で_

っ
：
お

と̂

の
«

料

の

输

入

：
^

4
九

五

玄

年

の

：水

準

に

く

ら

べ

'
1
.
*3:
六
：年

、
十

九5:
-
:セ

年

、
.一，
九

五

八

年

、
;.
:
1
'
#五

九

年'と
い
ず
れ
も
低
く
な
っ
で
い
る
。
 

食
料
に
つ
い
て
は
牝
米
、
：西
欧
と
も
；に
非
食
料
に
'つ
^

て
見
ら
れ
る
よ
}

な

顕

著

な

：変

化

>は

見

6:
;
れ

な

：：い
。.一
方
、.
第
一
"
次

商

品

輸

出

国

及

び

中

.. 

-...
 

• 

-
V 

•
. 

.

.

.

. 

.

,

.共

.
東

欧

向

け

輸̂
:に

つ
.い「

て

梂

、
こ
フ

チ
ゾ

ァ
，
メ.リ
へ
ヵ
、

」

中

猶

痕

向

け

輸

此

は
^>
.
ま

龙

少

額

で

あ

：
る

。
.南

 

の
.増

加

は

天

然

ゴ

ム 

そ

：の.他
非
食
料
.の
：輸
出
增
加
を
反
映
し
て
著
し
い
。
;:
_
..
'

地
域
内
：の
貿
易
に
関
し
て
は
土
業
化
政
策
の
進
展
、
各
国
の
±

業
製
品
、
,-
-殊
に
#

耐
久
消
費
財
^

っ
：い
て
0
^
 ̂

一

.

 

-

 

...
 

-

 
;
 

..

.
 

.

■

-

 

.

 

-

九
五
五
年
以
来
，
工
業
製
品
に
つ
い
1て
の
輸
出
は
漸
次
減
少
し
；て
い
る
の
^.
対
3
、
.
非

食

料

は

一

九

：五

八

年

の

1
.

時
的
な
減
少
を
の
ぞ
け
ば
竿
々

.

. 

•
. 

.

1

L

て
い

る

ー

東

南

ブ

ジ

テ

諸

国

め

輪

入

政

策

は

エ

業

化

の

た

め

の

資

本

財

輸

入

を

優

先

さ

：せ

て
^

る

。
.
.
こ

の

よ

ぅ

な

政
策
は
、
非
耐
久
消
費

財

が

エ

業

製

品

の

大

部

分

を

占

め

：
る

.こ

れ
;̂
,の

地

域

阼

の

：
エ
：業

製

品

貿

易

を

縮

小

：さ

せ

て

い

.る

よ

5-
に
思
わ
れ
石
。
：
 

.

.

.
 

.

.

.

. .
.

.

'

. 

.
 

■
 

.
 

:

■

-
 

.

.■
■
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- 
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.
 

.
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第 六 表 輪 出 m 造 (%)  
1955—1959年平均

i 览 m
1 アジア

丨 ラ テ ン 

ァメリカ
ァ 7 リ力

第一次商而
一— ' —■ 78 91 80

食 料 26 46 36
非食料 52 45 44

工 業 製 品 22 20
合 計 100 ! 100 | 100

' (注 ) 第 一 次 商 品 は S I T C分 類 0— 4 •
、 工 業 製 品 は S I T C分 類 5— 9 •'(資料) ；- United Nations, Monthly Bulletin of

Economics.
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い
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い
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測
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第
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表
に
あ
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第七表來南アジア諸国の輸出額及び主要産物輪川額の短期凌動率

(1950—1960 年) .
獨  名 主 驳 産 物  (2 )

主-典産物輪出の総輸出 
の中で 占 め る 割 合  

(3) (%)

I ⑵ の 輸 出 額 の  

短 期 変 動 率  

⑷

j ■ " _ *
総 輸 出 額 の 短 期  
変動率  

(5)
マ レ _ 連邦

. ゴ i . ム ， 60% . 20. 3
----------- ■丨,ふ----

18.6 .
パ キ フ、タ.、ど . . ジ ュ 一 ト . 45% 16.3 17.3
イ•ント'ネ.シア

ゴ ム 42% 22.3 、 13.5
_ ■タ イ ワ .，ン 砂 糖 59% 18.2 13.2
ビ ノ レ マ .： 米 57% 8.7 11.7
タ ィ 米 46% 14.8 10.8
ィ_ ン ド

茶 22% 13.2 10.3
フイ•リッピン .コ .ナ ....ラ 41% 11.2 9.7
セ イ ロ ン

茶 56% 10.2 8.6
(注） 短期変動率に就I,、ては表一2 . 注参照。

主要産物輸出の総輸出の中で占める割合は1955年に站く。

(資利•） International Financial Statistics, International Monetary Fund
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第八表 第 - 次 舰 細 S  (4 5 力© j の主，雜 fTn難 舰 1>の総輪出額 
の中で占める割合(2)と総輸出額の短期変勦率⑶

、ミ、Tベ 砟 品  % 及び ' ^

変 動
一 商 品

ニ 筋 品 , 三 商 品 ：

100 ―  80 
79 —— 60 
59 ―  40 
4 0 以 下 ，

11.2 ( 5 )  
12.7 ( 9 )
14.3 ( 1 2 ) , 
11,6. (19)

11.8 (13)
14.2 (15) <

1 7 . 1 ( 7 )

12.1 (16) 
13.8 (16) 
11.7 ( 9 )  
10.6 ( 4 )

(注） （1 ) 主耍商丨m については S I T C 分類三ケタのものを’とる，S I T C 以外の分類によ•る摘 

• についてはぐれに準ずるよう洱分類した。

( 2 ) 1 9 5 5年についての％。

(3:) 1950—5 8 年について短期変動率の計測方法は表3 _と 同 じ . . .

( 4 ) ( ) 内はその...grou pの国の数を示寸。.

(資料）Yearbook of International Trade 1958, United Nations Devision of General Economic 
Studies & Policies.
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益

 

す
べ

て

短
1

動
s

i

r
次
商
品
の
平
均
輸
出
価
格
.の
I

率
を
上
廻
.？

T

丨
r

で
も
.

.

コ

ム
> /

ュ

：

ト

.

コ
フ
ラ.
.め
第
丸
表
に
示
さ
れ
た
輸
出
価S

変
動
率
は
、
平
均
輸
出
価
格^
^

動
率
を
.
上
^

第

七

窗

あ 

げ
ら
れ
た
f

以
外
で
東
南5

ァ
I

!

要
な
輸
出
品
でI

錫
；•
着

与

い
•

て
も
I

の
I

I

へ
.
_

の
？

り
第
，

1

次
商
品
の
中
で
、
非
食
料
'；

(

鉱
工
業
原
材
料)

の
輸
出
親
変
動
の
大
き
い
.0
ば
、
C

れ
ら
の
商
品
の
輸
出価
格
の
変
動
の
大 

き
、
た
め
で
あ
り
、
し
か
も
こ
：れ
等
の
鉱I

原
材
料
の
輸
出8

六

表

產

げ

ら

れた
ょ
：ぅ

に
、
'他
め
 ̂

I

出
額
？
 

ち
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、

1

5

ァ
の
輸
出f

し

を 

'

,(

1)

'.
昏

参

胳

？
 

'
へ
，

:

'.
: 

■ ■
 

 ̂

'

(

立
短
期
変
動
率
に
つ
い
て
は
-
表
㈡
の
注
参
勝。
：

：
.

.
2

国
ご
と
の
短
期
変
動
率
の
単
純
平
均
。
短
期
変
動
率
の
計
測
は

'一
九
；五0
年

丨
一
九
五
八̂

謂

謂

漏

震

輕

i

l

l

み

(

パ

.

雷

額

の
1

が
、
第
九
表
砂
糖
の
輸
出
額
の
1

令

ら
.ベ
'
、
.
又

他

の

商

品

の

そ

れ

と

対

比

し

た

看 

令

f

レてあわされ

4

1

輸
社
額
の
变
動
が
南
米
の
.主
な
砂
糖
輸
出
国

(
キ
ュ
.丨
3
 

め
そ
れ
を
表
わ

.

.

.し
て
い
る
た
め
と
！
わ
れ
る
。
現
在
砂
糖
の
国
際
市
場
は
、
き
わ
め
て
複
雑
な
状
態
に
あ
る
。
即
ち
、
砂
糖
の
輸
入
市
場
は
、
大
別
し
て
コ
モ
シ
ゥ

H

ル
ス
砂 

糖
協
定
に
よ
る
も
の
、：,ア
メ
リ
カ
合
衆
，国
の
輸
入
協
定
に
よ
る
も
の
、
国
際
砂
糖
協
定
加
盟
国
か
ら

な
る
自
由
市
場(Free M

a
r
k
e
t
)
、

そ
の
他
、
と
四
つ
に 

.

分

れ

、

：
コ

モ
ン
ゥ
千
ル
ス
砂
糖
協
定
の
価
格
と
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
価
格
は
通
常
自
由
市
場
の
そ
れ
よ
り
高
い
た
あ
、
'輸
出
国
は
こ
れ
ら
ニ
市
場
に
輸
出
す
る
こ 

と
を
好
み
、
こ
れ
ら
の
割
当

(
q
u
o
t
a
s
)

友
満
た
し
た
後
に
自
由
市
場
に
対
す
る
供
給
を
行
ぅ
。
従
っ
て
自
由
市
場
の
価
格
は
、
生
産
及
び
消
赀
量
の
変
化
の 

.他
に
、.こ

れ
'?
一.市
場
の
多
く
の
場
合
、
政
治
的
考
察
に’基
づ
く
割
当
の
取
り
き
め
：に
よ0
て
影
響
を
ぅ
け
る
結
果
、
台
湾
の
よ
ヶ
に
そ
の
輸
出
の
大
部
分
を 

.

自
由
市
場
.に
供
給
す
る
国
の
輸
出
額
の̂

0J
が
、
自
由
市
場
以
外
の
市
場
に
輸
出
する
国
の
そ
：れ
‘よ
が
も
大
き
.い
の
は
当
然
であ
る
。

.

- 

' 

.
.
.

.

:

四
、
む.すび

 

ン

.

.

.

. 

•
 

.
 

J 
■
 

■

:
 

.

.

今
H

、
後
進
国
経
済
発
展
.の
課
題
の
一
つ
は
、
工
業
化
に
必
要
と
さ
れ
る
資
本
財
■，
の

供

給

を

い

か

に

確

：保

す

る

か

と

い

？

こ

と

で

あ

る

。

ま

だ

资
本
財
の
国
内
供
給
の
：少
な
い
こ
れ
等
の
国
々
に
と
0
て
、
国
外
か
ら
の
供
給
を
制
約
ず
る
.も
の
は
、
第
一
次
商
品
輸
出
の
不
振
で
あ
り
、
年
々

. 

. 

.

.

.

.

. 

ィ

. 

•.

の
輸
出
額
の
変
動
、：
即
ち
：不
安
萣
性
で
あ
る
。

:
:
,」

■
.

ン

.

:. 

:
.
。

'

:

:

» 

•
• 

• 

. 

-

.

•

览
南
ア
ジ
ア
第
一
次
商
品
輸
出
の
.一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
増
加
率
の
低
さ
は
、
同
地
域
の
輸
出
数
量
の
増
加
が
次
め
よ
ぅ
な
諸
要
因
に
よ
っ 

て
小
さ
か
っ
•た
こ

と
に
起
，因
す
る
。
工
業
原
材
料
輸
出
に
つ
.い
て
は
、
人
造
品
.に
よ
る
代
替
、
先
進
国
の
生
産
構
造
'の
変
化
が
従
来
東
南
ア
ジ
ア 

の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
西
欧
の
虚
南
デ
ジ
ア
第
ー
次
商
品
に
対
ず
る
輸
入
依
存
度
を
低
め
、-': 
一.
^
五o

年
代
後
半
の
西
欧
の
著
し
い
工
業
生
産 

の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
原
材
料
輸
出
は
が
え
っ
，て
減
少
す
る
こ
と
.に
な
.づ
た
。

':

 

)

：へ

」

..

:;
ま
'だ
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
工
業
化
政
策
は
、
原
材
料
を
国
内
ェ
業
が
使
用
す
る
た
め
、
：原
材
料
輸
出
を
減
少
さ
せ
た
。

,

:

"

• 

.

.

.

.

. 

.

ま
た
食
料
品
輪
出
に
つ
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
輸
出
が
同
地
域
の
主
要
食
«

で
あ
る
米
、
茱
、：
油
脂
を
中
心
と
し
て
い
る
た
め
に
、
人
口
の 

増
加
、
生
活
水
準
の
向
上
は
国
内
市
場
で
.の
需
要
増
加
を
導
き
、.，
生
産
増
加
が
こ
れ
ぎ
と
も
な
わ
な
い
場
ム
&

、
輸
出
供
給
力
の
減
少
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
る
。'
.:
:

'

.

.
ハ

'
へ
::
'
'
'
'
.
ぃ
.

.

.
'
;
: 

, 

'

- 

, 

. 

. 

: 

:
 

• 

.

.

.

. 

.

:

.苋

南

ア

ジ

ア

第

一

次

商

品

輸

出

む

問

題

点

:
七
一
‘
，

(

.一.六
一)

.



な

冗

I

I

落
s

る
耥
出
額
ぬ
f

 

i

 

i

東

南

々

孝

第

：'一k

商
品
.の

麗

は

、，笙

造

：技
#-
#>
造
の
変
化
に
ょ.る
も
.の
.で
あ
：る
と.結
論
し
ぅ
.る
。
.
.
.

 

.
;

.-

.

.

.

:

f

東
南
ア
I

の
輸
出
額
の
^
^

S

の
I

変
動
が
大
1

1

.

1
え
：る
。
殊
に
東
南
S

ア
の
総
輸

は
、
.
景
■

環
め
過
程
に
I

る
：需
要
I

化
と
、：'
こ
れ
ら
の
商
品
の
供
給_

 

,

.:
こ

の

ょ

ぅ

な

東

南

ア

ジ

ア

の

第

一

次
商
品
め
も
々
問
題
点
を
理
解
す
る
。
S

は
、
東
南
ア
ジ
'
7
の
国
際
収
支
の
麗
を
解
決
す
る
い
く
つ
か
の

j

、
ろ
み
6

例
え
は
扎
域
経
済
協
力
：
：：
国
際
商
品
協
定
、：
隱

瓶

品

保

障

制

度

(International c
l
l
a
t
o
l
y

 

F
i
n
a
n
c
e
)

の
効
果
、.
ま
た
S
 

可
能
性
を
分
析
す
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ぐ 

：

研究ノート

i t

ハ'
産
圏
の

.

国
：際
分
業
と

n

 

メ
コ
々
ン
パ
：
：
ゾ

.

.

.

.

.

.

.
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• 
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.

一'

.
く
共
産
[S
i

諸
国
め
経
婧
的
分
業
は
、..
一
九
：六
：二
年
六
月
六•
七
両
日
：に
.モ
ス
.
冬
ヮ
. 

で
開
催
ざ
れ
た
経
济
相
互
援
助
会
議
：

(

第 
一
3:
@
 

:で
そ
.の
基
本
原
則
を
確
詉 

さ
れ
た
？
そ
れ
に
ょ
な
と
社
会
主
義
說
国
の
共
同
体
は
相
互
每
平
等
：

-

独
：立
’
..
；
,
. 

相
互
に
，尊
21
-
互
恵
を
旨
と
.
_
}
、
計
画
的
に
国
際
社
会
主
義
分
業
を
深
め
る
こ 

と
を
.ぅ
.た
0.
で
い
.る
0」

' 
:
■:
'

:

;

:

:

.

\

.

,

 

:

:

こ
の
会
議
で
確
認
さ
れ
た
国
際
社
会
主
義
分
業
の
■

本
原
則
.を
列
挙
し
て
み
，
 

る
と
、
だ
い
た
い
次.の
：と
お
り
で
あ.る

(「

プ
ラ
ゥ
ダ
'-
—*
■九

六一

一
，
年

六

月

十

七

.

S
.
6 

:
:
,
.
. 

'

「

,
v
;
,
:
.

-.
:,
:
一.
:
.
.
- 

_ 

.

.

一：
，
世
界
社
会
主
義
体
制
垒
体
の
客
観
的
に
：必
耍
女
碧
発
展

€»
.つ
0;
:
ぁ
い
' 

を
：正
し
く
考
慮
す.る
。
::
:
-:

'-;
:

:
ぶ
^

へ：'
'
'
:
,

:
1
1、
各
国
の
国
民
経
济
計
画
：を
調
整
す
る。'.
,

:

•
:

'

:

/-:
. 

:

三
、
分
業
の
利
益
を
最
高
度
に
享
受
す
る
。：

、

'
:

一
四
、-:
;
経

済

铬

娶

準

の

低

い_

の
エ
：業
化
を
進
め
，
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た

」 

差
違
を)

解
消
す
る
。
.
'
:
'
-
' 

ベ
 

-

て
パ
共
産
圏
の
国
際
分
樂
と

n

 .

メ
コ
，ン
：

.

五
、.
社
会
主
義
国
の
最
重
要
物
資
：を
生
産
す
る
。

,

.

■

.
':
■
六
、.
：国
際
収
贫
の
均
衡
を
図

>
0
。

： 

•

.
こ
れ
^.
.の
項
.目
が
計
画
経
済
の
国
に
と
つ
て
か
な
り
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で 

あ
る
こ
と
^

一
見
し
て
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
，え
ば
第
一
の
項
目 

.は
：、.
ど
办
社
会
主
義
—
国
の
必
要
を
も+
分
に
考
厳
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
第 

四
0:
項
自
は
み
な
|
、様
に
高
度
に
：エ
寒
化
す
石
よ
う
掛
助
ず
ゐ
こ
と
を
意
味
す 

:

る
で
知
ろ
う
。.'
.
'こ
れ
を
計
画
的£

行
5

と
.い
う
が
ら
r

は
'
現
状
に
お
.け
る
国 

際
分
業
の
利
益
の
享
受
は
，ど
う
し
て
も
制
限
'さ
.れ
ざ
る
を
得
な
：い
で
あ
ろ
う
。 

各
国
は
国
内
産
業
の.保
護
主
義
を
.許
す
ば
.か
y

で
な
く
、
農

業

国

の

エ

業

化. 

^

、(

エ
樂
化
の
進
ん
だ
国
が
按
助
す
る
形
を
と
ー
る
こ
と
^

な
る
で
あ
ろ
う
。

::

こ
ゲ
い
う
方
法
ば'

国

際

分

業

；
に
：
よ

.

つ
て
最
高
の
経
済
効
率
：を
発
揮
す
る
と 

VV
5:
.第
三
の
項
目
のS

S
は
合
致
し
な
.い
。
：：V

.

■

.
 

'

き
ら
に
第
其
の«

目
と
1.
-

て
-

备
国
ぬ
必
要.と
：す
る
重
要
物
資
の
生
産
を
十 

分
に
： #

！
E

す
る
と
い
う
庫
則ば

、：：，

い
.
わ
ば
童
要
資
源
•
原
料
の
自
然
主
義
を
守 

る
こ「

と
^

あ
.つ

_

て
：、
菌

際

分

業

の

性

質

：と
呔
根
本
的
に

'矛
盾
し.
て
い
る。
，

'' 

:
,
:上

濟

の

諸

原

則

：は

>

へ
分
寒
の1.
則
を
：
.う
だ
う
と
い
：う
ょ
り
も
，
分
業
を
制
限

'

■

'

■

;

ノ
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三
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